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 南海地震の発生間隔
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 南海トラフ地震の想定震源域

想定震源域
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海底にある幅の広い溝状
の地形で海溝より浅いも
のをトラフといいます。

■想定震源域図（参考：海上保安庁海洋情報部と中央防災会議資料をもとに高知大学総合研究センター岡村眞特任教授改変）

この範囲のどこかで起こる
地震を総称して「南海トラ
フ地震」と呼びます。

南海地震もこの地震の一
つです。



◇高知県内　震度６弱～震度７

７

６強
６弱 新たな想定では、

震度７の強い揺れ
が！･･･

－平成24年8月29日　南海トラフの巨大地震モデル検討会公表のデータより作成－

南海トラフ地震で予想される震度分布（最大規模）
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住宅の耐震性能の認識のずれ

　耐震化アドバイザー養成講座テキスト（愛知建築地震災害軽減システム研究協議会）より作成

私の家は大丈夫と思っている人が沢山いる！
さらに、強い揺れに襲われるのはこれから･･･
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 地震に対する備え

「減災行動」

今、できることから
南海トラフ地震に

備える
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 地震に対する備え

地震対策

１．地震が起きる前に、やらなければいけ
　ないことを知り、備えをしっかりしておく

２．実際に地震が起きた時の対処方法を
　知っておく

３．地震が起きた後の対応を知り、適切に
　行動する
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家族で話し合い

□家族との連絡方法を決める
　（災害用伝言ダイヤル「171」を活用）
□家族の役割分担を決める
　（火の始末、非常持出品の搬出）
□家や地域の危険個所を確認する
　（家の中の危険な場所、ハザードマップを
　　活用して地域の危険個所を知る）
□避難場所と避難ルートを確認する
□防災訓練に参加
□津波避難対策
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市町村によって額は異なります 9

20.5万円 100万円



 自宅で取組む減災対策

□　住宅の耐震化
　　（耐震診断、耐震設計、耐震改修）
　

□　タンス等の家具の固定
　　（金具等による固定、置き方を工夫）
　

□　ガラスなどの飛散防止
　　（窓ガラス、食器棚のガラス）
　

□　家の危険箇所をチェック
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11
市町村によって額は異なります

20.5万円 100万円



自分の身は自分で守る（自助）
屋内では
□落下物から身を守る
　（クッションなどで頭を守る、机の下に身を
　　隠す）
□外に飛び出さない
□出入り口を確保する

屋外では
□建物やブロック塀等から離れる
□倒れそうな電柱や垂れ下がった電線、地割れや
　陥没した場所に近づかない
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正確な情報収集と適切な行動
まず、することは
□大きな揺れがおさまったら、素早く火を消す
□万一出火したら、火が小さいうちに消火
□出入り口を確保する
□海辺や低地にいる時は、とにかく高い場所へ避難

正しい情報を入手
□ラジオや自治体が提供する情報を入手
□災害伝言ダイヤルを利用

近隣の人を救助（共助）
□消防車や救急車（公助）はすぐに来られない
　場合があり、隣近所の協力が大きな力となる
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 阪神・淡路大震災

平成７年１月１７日　午前５時４６分
　　マグニチュード　７．３
　　最大震度　７

震源　淡路島北部、明石海峡

死者　６,４３４人

神戸市で亡くなった ３,８７５人のうち、
詳細な分析が行われた ３,６５１人の
死亡原因は９５％以上が建物の倒壊の影響
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窒息
54%

圧死
12%

打撲・

捻挫傷

8%

外傷性ショック
2%

頭部損傷･内臓損傷･

頸部損傷
7%

焼死・

全身火傷
12%

不詳および不明・

その他
5%

死因分析が行われた

3,651人のうち

95％が

建物倒壊の影響

 神戸市の犠牲者の死亡原因

15



 阪神･淡路大震災の被害例
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 建築年による被害状況の違い（阪神･淡路大震災）

大破以上を比較すると

S56以前は Ｓ57以降の 約４倍

国土交通省政策レビュー結果（評価書）
「住宅・建築物の耐震化の促進」（H21より）

S56以前 S57以降

木造

軽微・無被害

中破 及び 小破

大破以上

100％

80％

60％

40％

0％　　　　

20％

小破以上を比較すると

S56以前は S57以降の 約２倍
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 熊本地震

平成２８年４月１４日（前震）、
１６日（本震）に発生した熊本地震では、
地震の強い揺れにより、
５０名の尊い命が失われました。

その後、災害が原因で死亡した者　２１８名

住宅被害は、平成３１年４月１２日時点で、
全壊した住宅は、　８，６６７棟
半壊した住宅は、３４，７１９棟
となっています。

18消防庁応急対策室_熊本県熊本地方を震源とする地震（121報）より



 建築年による被害状況の違い（熊本地震）
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無被害

軽微～中破
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無被害

中破 ～軽微な被害

大破以上

100％
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0％　　　　
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大破以上を比較すると

S56以前は Ｓ57以降の 約３倍

軽微な被害以上を比較すると

S56以前は S57以降の 約1.4倍

国土技術政策総合研究所　「熊本地震における建築物の原因分析を行う委員会」被害状況報告より 19



 熊本地震の被害例
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『住宅耐震対策入り口』論

住宅の耐震対策は、地震に伴う様々なリスクを同時に低減

多数の住宅が倒壊すると多くの命が失われるだけでなく…

避難所・応急仮設住
宅・ 災害公営住宅の
必要数、ガレキの処
分量などが増大

津波から
の

逃げ遅れ

道路閉塞による
消防活動・
救急搬送
の阻害

火災の
発生・
 拡大

膨大な公費
負担が発生

住宅の倒壊が原因となるものに加えて、
さらに多くの命が失われる

復興の担い手を失う 財政が逼迫

復興が遅れてしまう
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よくいただくご意見へのお返事です

津波で流されて無くなる家
やき補強したちお金が

無駄になる
だけよえ。

もうえい歳やき
別に死んだち

かまん。

たまたま訪ねてきていたご家族やお友達などの
命を守るため、近隣の方の避難を妨げないため、速
やかな復旧復興のために耐震化が必要です。

あんまりうごかんき
補強するがは

いっつもおる部屋だけ
にしたい。

地震が起きたときに補強した部屋だけが残る
わけではありません。耐震補強計画は棟単位で
の検討が必須です。

家が倒壊せず、身体が動く状態で家の外に出られなけれ
ば

津波からの避難はできません。
家（住宅）を耐震化することは津波避難のための最低条
件です。
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高知県住宅耐震化促進事業

対象住宅：昭和５６年（１９８１年）５月３１日以前に建築された木造住宅

いずれも市町村役場が窓口

※補助の額、木造以外への補助の有無は市町村によって異なります。

高知県に登録した設計事務所に
所属する耐震診断士が実施

高知県木造住宅耐震診断士が
市町村からの派遣により実施

高知県に登録された工務店が実施
高知県木造住宅耐震診断士が現場
確認等を実施

　最大

万円

　最大

　　　　万円　　

市町村
で
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耐 震 設 計 耐 震 改 修耐 震 診 断
木造住宅の場合



耐震設計または耐震改修が実施される

住宅所有者が事業者に代金（全額）を支
払う

補助金を住宅所有者が受け取る

耐震設計または耐震改修が実施される

住宅所有者が事業者に代金
（自己負担分のみ）

を支払う

補助金を
事業者

が受け取る

通常の場合 代理受領制度の場合

後日に補助金を受け取るものの、いった
んは補助金相当分も含めた代金の

全額の用意が必要

住宅所有者は自己負担分のみ
用意すればよい
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代理受領制度の活用

工
事
完
了

報
告
書
類

工
事
完
了

報
告
書
類

所有者

請求書

請求書
￥160
万 請求書

請求書
￥160万

補助金150万円

150万円

10万
円

所有者は自己負担額を用意するだけでOK

工事費160万円



26住宅耐震化促進事業の状況　　　　　　

※そのうち５割以上（57％）が自己負担額10万円まで

令和6年度（2024年度）
耐震改修工事費　自己負担金額

◉７割以上が自己負担額30万円まで

（戸建住宅の耐震改修工事費）

36.0%

21.1%

14.3%

8.1%

8.5%

11.9%



ブロック塀の点検のチェックポイント

高
さ

ひび割れ

鉄筋

厚
さ

根入れ

控え壁

ひとつでも不適合があれば危険なので改善しましょう。

出典 ：パンフレット「地震からわが家を守ろう」
　　　　　日本建築防災協会　2013．1 より一部改

◎まず外観で１～５をチェックし、ひとつでも不適合がある
場合や分からないことがあれば、専門家に相談しましょう。

□ １．塀の高さは地盤から2.2ｍ以下か。

□ ２．塀の厚さは10cm以上か。
　　　（塀の高さが2ｍ超2.2ｍ以下の場合は15cm以上）
□ ３．塀の長さ3.4ｍ以下ごとに、塀の高さの1/5以上

　　　 突出した控え壁があるか。

□ ４．コンクリートの基礎があるか。

□ ５．塀に傾き、ひび割れはないか。

　　＜専門家に相談しましょう＞

　 ・塀の中に直径９mm以上の鉄筋が、縦横とも80cm
　 　間隔以下で配筋されており、縦筋は壁頂部および
　 　基礎の横筋に、 横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けさ
　 　れているか。

 　・基礎の根入れ深さは30cm以上か。
　　 （塀の高さが1.2ｍ超の場合）
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耐震３兄弟Ⓒ村岡マサヒロ

熊本地震の被害事例

ブロック塀の安全対策

◉　点検項目に一つでも該当する
　　場合は直ちに対策を　　　　▶
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改修前

改修後

塀の機能を保つために
設置する

・簡易なフェンス
・生垣 も事業の対象

補 助 金

基 準 額

最大

万円H24制度創設

避難路の安全性を確保！

ブロック塀の安全対策ブロック塀の安全対策
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耐震３兄弟Ⓒ村岡マサヒロ

三男:老朽住宅除却のジョー 次男:仮設住宅の勝ちゃん
長男:耐震改修の大ちゃん

「命を守る」、「命をつなぐ」ためにも南海トラフ地震に
備えてしっかりと対策することが大切です

「住宅耐震」の出前講座受付けています！！

高知県土木部住宅課
TEL：088－823-9856
FAX：088－823-2999
Email：171901@ken.pref.kochi.lg.jp（住宅課）
    jyutaku-taishin@ken.pref.kochi.lg.jp（震災対策）

みんなアで
耐震化するぜよ
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